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(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２５Tカリ, ２３Tカリ

【22T～】共通教育による幅広い教養と，工学の専門分野におけ この科目では流体力学の基礎的な部分を中心に，特に将来の設
る基礎学力が身についている。 計等に携わる時に必要な流体力学に関する基礎知識を身につけ

ることを主眼とする．また，この科目は「流体力学II」および
「流体機械」などの流体関連科目を履修する場合の基礎を築く
ことを目的とし，流体力学を基礎方程式から体系的に習得でき
る内容としている．

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 基本的に教科書の内容に沿って解説する．大枠は，
・粘性が働かない完全流体の基礎方程式であるEulerの連続の式と運動方程式を解説する．
・Bernoulliの定理，質量保存則，運動量保存則を解説し，例題を通じて実用問題への応用を考える．
・完全流体の渦なし流れの複素速度ポテンシャルによる記述を解説し，その理論的限界と粘性流体の理
論への導入を解説する．

(5)授業計画 1．�流れの記述法（4/13）
2．�Eulerの連続の方程式と運動方程式（4/13）
3．�渦と渦度および循環（4/20）
4．�演習１（4/20）
5．�Bernoulliの定理（4/27）
6．�Bernoulliの定理の応用（4/27）
7．�質量保存則と運動量保存則（5/1）
8．�運動量保存則の応用（5/1）
9．�演習２（5/11）
10．�流関数と速度ポテンシャル（5/11）
11．�複素速度ポテンシャル１：基本的な流れ（5/18）
12．�複素速度ポテンシャル２：円柱周りの流れ（5/18）
13．�演習３（5/25）
14．�複素速度ポテンシャル３：平板周りの流れ（5/25）
15． �期末試験（6/1），授業アンケート

(6)成績評価の方
法

演習の結果（30点）と期末テスト（70点）により評価する．
90点以上を秀，80点以上90点未満を優，70点以上80点未満を良，60点以上70点未満を可とする．

(7)成績評価の基
準

Bernoulliの定理，質量保存則，運動量保存則を使った計算問題が解ければ，水準に達している．
完全流体の渦なし流れを，複素速度ポテンシャルを使って記述できれば，卓越している．
Eulerの連続の式と運動方程式，およびBernoulliの定理を理論的に導出できれば，さらにその上の水準で
ある．

(8)事前事後学習
の内容

授業時間30時間（2時間×15回），自習学習時間60時間（4時間×15回）
自習学習は，授業で行った演習を再度，解くこと．

(9)履修上の注意 演習の時間は，授業内容の習熟および成績評価に不可欠であるので必ず出席すること．

(10)質問,相談へ
の対応

メールで予約して頂いたら随時受け付けます．メールアドレスはkosuzuki@shinshu-u.ac.jpです．教官室
の場所は機械システム工学科北棟3階です．また，授業の終わりでも質問や相談を受け付けます．

(11)その他

【教科書】 「流体力学」日野幹雄：朝倉書店 
また，この教科書は授業科目「流体力学II」で使用します． 

【参考書】 指定しない


